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長
門
市
で
は
、
平
成
23
年
に
170
人

が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
り
、
死
亡
原

因
の
約
４
分
の
１
が
「
が
ん
」
に
よ

る
死
亡
で
し
た
。

　

日
本
人
の
２
人
に
１
人
が「
が
ん
」

に
か
か
る
と
い
わ
れ
、
女
性
に
増
え

て
い
る
の
が
乳
が
ん
で
す
。
女
性
の

約
15
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
な
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
乳
が
ん
の
発

症
は
、30
歳
代
後
半
か
ら
増
え
始
め
、

40
歳
代
後
半
が
ピ
ー
ク
で
す
。

　

早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を

行
え
ば
９
割
以
上
が
治
り
ま
す
。
定

期
的
に
自
己
検
診
を
行
い
ま
ょ
う
。

■
乳
が
ん
の
症
状

①
乳
房
の
し
こ
り
、
く
ぼ
み

②
皮
膚
の
た
だ
れ
、
ひ
き
つ
れ

③
乳
頭
の
陥
没
、
赤
色
や
茶
色
の
分

　

泌
液
が
で
る

④
腋
の
下
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
な
ど

■
乳
が
ん
の
自
己
検
診

　

乳
が
ん
は
自
分
で
も
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
ん
で
す
。
20
歳
を
過

ぎ
た
ら
毎
月
１
回
、
月
経
終
了
の
１

週
間
後
に
、
ま
た
、
閉
経
後
は
日
を

決
め
て
自
己
検
診
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
自
己
検
診
を
続
け
る
こ
と
で
、

普
段
と
違
う
乳
房
の
変
化
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
異
常
に
気
付
い

た
ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
乳
が
ん
検
診

　

早
期
発
見
に
は
自
己
検
診
だ
け
で

な
く
、
定
期
的
に
乳
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
40
歳
以
上

の
人
は
、
２
年
に
一
度
、
乳
が
ん
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
（
適
度
な
運

動
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
）
は
、

が
ん
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
次
回
は
「
糖
尿
病
」
に
つ
い
て
掲

　

載
し
ま
す
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昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
現

存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
築

物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上

し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
昭
和
30
年
１
月
26

日
に
制
定
さ
れ
、「
１
月
26
日
」

に
は
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火

運
動
を
展
開
し
、
文
化
財
愛
護

に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

長
門
市
に
も
有
形
文
化
財
建

築
物
で
国
指
定
の
文
化
財
「
早

川
家
住
宅
」
や
県
指
定
の
重
要

文
化
財
「
大
寧
寺
本
堂
」、「
西

圓
寺　

本
堂
・
山
門
」
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
文
化
財
が
あ

り
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
財
は
、
木
造
や
和

紙
等
と
い
っ
た
可
燃
性
の
物
品
で

造
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り
、
非

常
に
燃
え
易
く
延
焼
拡
大
す
る
危

険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ひ
と
た
び
火
災
と
な
れ
ば
貴
重
な

固
有
財
産
が
焼
失
し
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
う

し
た
貴
重
な

財
産
を
火
災

か
ら
守
る
た

め
、
一
人
ひ

と
り
の
防
火

意
識
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か

こ
ん
に
ち
は
☆

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
℡
23 ‐
１
２
４
４

　

高
齢
化
が
進
む
今
、
高
齢
者
の

人
権
を
傷
つ
け
る
「
虐
待
」
と
い

う
深
刻
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
虐
待
と
は

　

虐
待
の
形
態
は
、
殴
る
な
ど

の
「
身
体
的
虐
待
」、
暴
言
な
ど

の
「
心
理
的
虐
待
」、
食
事
や
入

浴
な
ど
必
要
な
世
話
を
し
な
い
な

ど
の
「
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放

任
」、
同
意
の
な
い
性
的
接
触
な

ど
の
「
性
的
虐
待
」、
高
齢
者
の

年
金
や
財
産
を
勝
手
に
使
う
な
ど

の
「
経
済
的
虐
待
」
の
５
種
類
が

法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
虐
待
の
発
生
原
因

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
者
の
心
身
の
疲
労
が
原
因
と

な
り
、
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
の
心
身
を
傷
つ
け
る
行
為
に
及

ん
で
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
高
齢
者
虐
待
を
予
防
す
る
た
め
に

【
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
】

　
「
対
応
方
法
が
分
か
ら
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
介
護
者
の
負
担
や

ス
ト
レ
ス
が
増
加
し
、
虐
待
に
発

展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
早
期
発
見

や
早
期
治
療
に
よ
り
、
介
護
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
】

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
が
原
因
で

介
護
者
の
負
担
が
重
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
一
人
や
家
族
で
介

護
を
抱
え
込
ま
ず
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
介
護
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
虐
待
は
身
近
に
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
。
地
域
に
暮
ら
す

一
人
ひ
と
り
が
、
高
齢
者
や
家
族

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
づ

き
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と
で
虐
待

の
予
防
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
防
ご
う
高
齢
者
虐
待
!

め
ざ
せ
、
健
康
長
寿

健康メモ

長
門
市
健
康
増
進
計
画
〈
第
２
次
〉
策
定

〜
み
ん
な
の
元
気
が 

な
が
と
の
元
気
〜
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長
門
市
が
目
指
す
「
市
民
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
誰
も
が
親
し
み
や
す
く
、
末

永
く
愛
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
募
期
間　

１
／
８
（水）
〜
２
／
７
（金）

■
応
募
資
格　

市
内
の
小
学
校
・
中

　

学
校
へ
通
学
す
る
児
童
・
生
徒

※
小
学
生
は
、
４
年
生
以
上

■
応
募
条
件

（１）
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
デ

　

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
（
カ
ラ
ー
）

　

手
書
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
き
さ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
縦
書
き
と

　

し
ま
す
。
応
募
用
紙
は
、
募
集
要

　

項
と
あ
わ
せ
、
各
学
校
に
配
布
し

　

ま
す

（２）
「
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
記
入
し
て
く
だ  

　

さ
い

（３）
応
募
点
数
に
つ
い
て

　

応
募
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品
と

　

し
ま
す
。
応
募
点
数
の
制
限
は
あ

　

り
ま
せ
ん

（４）
著
作
権
に
つ
い
て

　

著
作
権
に
つ
い
て
は
、
配
布
す
る

　

募
集
要
項
の
注
意
事
項
を
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い

■
賞
品

・
最
優
秀
賞
（
１
点
）

　
　
　
　
　

５
千
円
相
当
の
図
書
券

・
優
秀
賞
（
８
点
程
度
）

　
　
　
　
　

３
千
円
相
当
の
図
書
券

■
選
考
方
法　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
参
加
者
と
学
校
関
係
者
で
構
成

　

す
る
審
査
委
員
会
で
厳
正
に
選
考

■
応
募
作
品
の
取
り
扱
い

（１）
最
優
秀
作
品
の
取
り
扱
い

　

ポ
ス
タ
ー
等
に
活
用
し
ま
す
。
採

　

用
後
、
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
、
プ
ロ

　

フ
ィ
ー
ル
等
は
、
修
正
、
変
更
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す

（２）
応
募
作
品
の
取
り
扱
い

　

応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん

■
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

（１）
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
の
目

　

的
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

　

ま
せ
ん

（２）
入
賞
者
に
つ
い
て
は
、
学
校
名
、

　

学
年
、
氏
名
を
公
表
し
ま
す

■
応
募
方
法　

各
学
校
へ
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
５
９
‐
４
１
９
２

　

長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２

　

企
画
政
策
課
市
民
協
働
推
進
室　

  

　

℡
23
‐
１
１
７
２

市
民
協
働
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
デ
ザ
イ
ン
大
募
集

　
　
乳
が
ん
の
自
己
検
診
を
し
て
い
ま
す
か
？

セルフチェックの方法
①反対の手の指で、乳房と脇の下にしこりが
ないか、乳首をつまんで分泌物がないかどう
かチェック！

②乳がんが進行する
と、乳房のひきつれ
や左右差など、見た
目でも分かります。
鏡の前で、さっそく
チェック！

③お風呂ではスポンジやタオルを使わず、泡
立てた石けんをつけて手と指でチェック！

④仰向けになって、
肩の後ろにタオルを
敷いて乳房を平たく
広がるようにして、
乳房や脇の下のしこ
りをチェック！


